
会議録（要点筆記）

会 議 の 名 称 令和４年度第１回新城市男女共同参画審議会

開 催 日 時 令和４年７月 1３日（水）１０：１５～１１：１５

開 催 場 所 新城市役所 ４－１、４－２会議室

委 員 出 席 者
鄭会長、原田副会長、菅沼委員、近藤委員、古田委員、内藤委員、
加藤委員
欠席者：中谷委員、槌田委員

事 務 局 西村部長、松下課長、森谷係長、青木主事、加瀬川主事

会 議 の 次 第

令和４年度第１回新城市男女共同参画審議会
１ 開会
⑴ 委嘱状交付
⑵ 自己紹介
⑶ 諮問書交付
⑷ 市長あいさつ
⑸ 会長あいさつ

２ 説明事項
⑴ 新城市男女共同参画審議会について
⑵ 新城市男女共同参画プランについて

３ 協議事項
⑴ 新城市男女共同参画施策について
・第２次新城市男女共同参画プラン令和３年度評価及び点検
・第２次新城市男女共同参画プラン令和４年度事業実施計画

４ その他

会 議 資 料

・新城市男女共同参画評価基準表
・新城市各委員会等女性登用状況表
・令和３年度事業実績
・令和４年度実施計画
・評価分担表
・新城市男女共同参画審議会委員名簿
・新城市男女共同参画審議会条例
・令和４年度新城市男女共同参画審議会スケジュール

会議録の作成方法 要点筆記

会 議 録 署 名 人 菅沼委員、近藤委員



１ 開会

⑴ 委嘱状交付
代表して加藤委員に委嘱状を交付した。任期は令和５年７月１２日まで。

⑵ 自己紹介
名簿順に自己紹介を行った。

⑶ 諮問書交付
市長から鄭会長に諮問書を交付した。

⑷ 市長あいさつ
皆さん改めまして、こんにちは。本日は大変お忙しい中、ちょうど先週くらいからコロ

ナウイルス感染症が少し拡大している状況の中、当審議会にご出席いただきまして本当に
ありがとうございます。
今年度は、２年任期の２年目になりまして、充て職により変わられた２名の委員の皆さ

んに新たに就任していただくこととなりました。どうぞよろしくお願いします。
さて、昨年度は、例年の新城市パートナープラン、第２次男女共同参画プランの評価・

点検に加え、新城市パートナーシップ宣誓制度のあり方についての諮問もさせていただき、
この４月１日から施行されるに至りました。
まだ、本市での宣誓者はいませんけれども、多様な人にとって住みやすいまちづくりの

ために重要なことと捉えています。先ほど、企画部長のほうからもお話がありましたよう
に、７月１日からは、東三河５市でパートナーシップ宣誓制度の連携協定を締結させてい
ただき、東三河５市内での転入・転出の際に、提出書類を省略でき、当事者が転居する際
の手続きの簡略化を図るなどの取り組みを進めることができました。
また、本市の審議会や委員会の女性の登用率でありますけれども、令和４年４月１日現

在で２５．３８％であります。こうした登用率が低い状況にありますけれども、国や県に
倣いまして、新城市も女性の議会、審議会への登用率４０％以上を目標に取り組んでまい
りたいと考えております。
皆さまからの忌憚のないご意見をこの審議会で賜り、またご教示をしていただき、新城

市パートナープランの基本的な計画実施状況の点検及び評価に関する諮問にお答えいた
だきたいと思いますのでよろしくお願い申し上げまして挨拶とさせていただきます。本日
の審議会どうぞよろしくお願いします。

⑸ 会長あいさつ
皆さん改めて、こんにちは。私もあれこれ長く会長を務めさせていただいております。

ただ、年数は長いですが、これといった成績を出したのかなと思いながら、去年はコロナ
禍の中で全く対面での会議に参加することができず、ご迷惑をおかけしたと思っておりま
す。今年はなんとか、このままコロナがおさまって皆さんとこうやって対面で会議ができ
ることを願っております。先程、私は個人的にまだ課題をいっぱい自分の中に持ってるわ
けですが、実はこの審議会は、市長から紹介があったように、新城市パートナーシップ宣
誓制度とか、我々が提案したものが成果を得て、しかも先程事務局からも紹介があったよ



うに、これから東三河に広がっているというとても良い方向に動いていると思っておりま
す。そして、市長からも女性の参画に関する目標値等を挙げられておりまして、それに我々
も力を添える感じで活発な議論をしていかなければならないと改めて考えることになり
ました。みなさん１年間よろしくお願い致します。

（会長のあいさつのあと、市長は公務のため退席。）

２ 説明事項

事務局から新城市男女共同参画審議会と新城市男女共同参画プランについて説明した。

３ 協議事項

委 員

企画部長

会 長

事務局

副会長

「あらゆる暴力の根絶」のＤＶについて、見通しが不安定で不透明な経済状
況による事情が主な動機となっているのか。どのような現場なのか疑問である。

ＤＶの状況については、個々個別の事案の内容までは我々も知ることができ
ない。コロナ禍における収入の激減も要因の１つになっている可能性はある。
もしそのような要因があり、それを是正するような形で政策立案をするべきで
はないかという意見があれば、その旨を担当課に伝えることはできる。

基本目標１「男女共同参画社会についての意識改革、人権の尊重」の「相談
の充実」にある産業政策課の評価について、勤労者のための生活相談を月１回
実施したということでＡとなっている。しかし、他のところも実施したという
点からすれば、Ａがあってもおかしくないと思う。ただ実施したということで
Ａをつけるのではなく、どのくらいの件数があったか分かるように書いていた
だきたい。件数が増えており頑張っているが、Ｂをつけている課もある。この
点数の付け方は、一定程度統一していただきたい。

各課でばらつきがあるため、統一的な見解を考えていこうと思う。

４点気になったことがある。１点目は子育て関係についてであるが、学校現
場では教員不足が問題となっており、研修を受ける人はかなり限られてしまう。
例えば非常勤の人は様々な事情でフルタイムで働けないという場合が多く、正
規の人が行くことになるため、安易に研修や講演会を増やすと、学校現場とし
ては非常に危機的な状況になる。少し注意したいと思う。
２点目について、今年もコロナが増えると思うが、オンラインで実施すれば

できたということで良いのだろうかと思う。オンラインで実施したからできた
ではなく、「オンラインはできたが、こういう課題が残ったため、新たなオンラ
インの方法をとりたい」という形で書いていただければと思う。
３点目について、D評価というものは自己評価が低いほど自己チェックがで

きているためD評価なのは良いが、少し気になったものがあった。基本目標２
にある市民自治推進課の「女性区長を広報紙で紹介し、…。」という取組につい



４ その他

事務局から今後のスケジュールについて説明し、第２回新城市男女共同参画審議会の日
程調整を行った。１１月８日または１０日午前に行うこととした。また、評価分担について
事務局から説明した。

会議録署名人

会議録署名人

会 長

会 長

て、「実施しませんでした」ということで、令和４年度に実施するのかと思った
が、令和４年度は全く関係のないものになっている。難しいかもしれないが、
粘り強くもう１度取り組むことはできないのだろうかと思う。基本目標３の③
における産業政策課の評価でDが２つ並んでいるが、これについても令和３年
度に今後の課題と予定が書いてあるにもかかわらず、令和４年度は予定とは関
係のないものになっており、系統性がない。
４点目は「事業概要」と「取組内容・狙い」についてであるが、事業概要と

取組内容は同じようなことであるため、内容が重複し書きづらいと思う。先に
目的がこないと、目的に沿って政策がとれないため、順番が逆ではないかと思
う。

担当が変わると、引き継ぎなどの作業がまだ進んでいないところもあろうか
と思うが、今の指摘に関しても担当課に伝えていただきたいと思う。


